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のらくろであります！ 
田河水泡と子供マンガの 遊園地

ワンダーランド

 

2019 年 9 月 18 日（水）～ 11 月 24 日（日） 
川崎市市民ミュージアム  企画展示室 1、アートギャラリー1 

報道発表資料 
 2019年 7月 10日（水） 

川崎市市民ミュージアム 2019年 9～11 月の企画展  
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田河水泡「のらくろ武勇談」原画
(『のらくろ武勇談』収録 1938 年) 

講談社蔵 
©田河水泡/講談社 

POINT①  

“ストーリーマンガ”の源流に迫ります。 
現在、私たちが日常的に読み親しんでいる長大な物語を表現したマンガ、いわゆる
“ストーリーマンガ”の成立には、田河水泡と「のらくろ」が大きく関わっています。
はたして田河水泡は自身のマンガにおいて何を表現し、それらはのちの世代にど
のような影響を与えたのでしょうか。田河水泡がマンガ表現に起こした改革に迫
ります。 
 
POINT②  
幻の「講談社の絵本」の原画を大公開します。 
「講談社の絵本」は、1936（昭和 11）年 12 月より刊行が始まった絵本のシリー
ズです。毎月刊行されるラインナップの中には、マンガを特集した号が毎回用意さ
れており、多色刷りの大変美しいマンガがたくさん掲載された誌面に、当時の子供
たちは夢中になりました。本展では、新関健之助(にいぜきけんのすけ)や、長谷川町子と
いった選りすぐりの作家たちの原画を多数出品します。 
 
POINT③  
のらくろだけじゃない、田河水泡マンガの魅力を紹介します。 
多くの雑誌に連載を持つ人気作家であった田河水泡は、沢山の作品を生み出して
きました。「のらくろ」だけではない、田河水泡が生み出した魅力的なキャラクタ
ーたちを紹介します。 

見どころ 

島田啓三「キバツ三勇士 珍妙大試合」 
(『講談社の絵本 漫画博覧会』掲載 1937 年) 

講談社蔵 ©島田啓三 

昭和戦前期に花開いた「子供マンガ」の豊かな世界を、 
当時の貴重な原画約 180 点と書籍からたどる！ 

 
2019年は、漫画家・田河水泡(たがわすいほう)(1899-1989)の生誕 120 年にあたります。彼の代表作「のらくろ」

は、『少年倶楽部』1931（昭和 6）年 1月号から連載開始し、瞬く間に大人気となりました。その成功はマン
ガだけに留まらず、演劇やアニメーション映画、レコード、人形やお菓子のおまけなど多方面にわたり、  
「のらくろ」は、時代を代表する文化的なアイコンとなっていきました。 
田河のもとには、杉浦茂や長谷川町子といった漫画家を志す才能豊かな弟子たちが集まりました。また、他

の出版社もマンガ分野に参入し始めたことで新進の漫画家たちが台頭し、大量の子供向けマンガが市場に登
場しはじめます。このなかで醸成された、豊潤な子供向け物語マンガの潮流は戦中も絶えることなく続き、戦
後に手塚治虫などの新たな才能を育む土壌として、マンガ文化を大きく躍進させる原動力となっていったの
です。 
本展では、明治から始まる子供向けマンガの歴史をふまえ、田河水泡が戦前期のマンガやその他の分野に残

した足跡と影響を軸に、「のらくろ」とともに昭和戦前期に花開いた、知られざる「子供マンガ」の豊かな世
界を再発見します。 
川崎市市民ミュージアムは、1988年に日本の公立美術館で初めてマンガ資料の収集、調査研究、保存を行

う施設として設置され、これまで様々なマンガの歴史を掘り下げる企画展を開催してまいりました。本展は、
当館が満を持して開催する大規模展覧会となります。 
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のらくろとは 

天涯孤独の野良犬黒吉（通称・のらくろ）が、犬の軍隊の中で失敗を繰り
返しながらも、徐々に出世していくマンガ作品。1931（昭和 6）年新年号
から『少年倶楽部』（大日本雄弁会講談社）にて連載が始まり、戦前として
は異例の全 10 巻に及ぶ単行本が刊行される。アニメーションやレコード、
グッズなども大量に作られ、キャラクタービジネスの先駆けともなった。 

作家プロフィール 
田河水泡「入営」原画 

(『のらくろ上等兵』収録 1932 年) 講談社蔵 
©田河水泡/講談社 

関連イベント 

〇 のらくろ・アニメーション・マニアックス講座 
「のらくろ」は、戦前に村田安司(むらたやすじ)、瀬尾光世(せおみつよ)という一流のアニメーション作家によって
アニメ化されていますが、その人気から海賊版のアニメも大量につくられました。知られざる「のらくろ」
アニメを大公開し、戦前期アニメのディープな世界を担当学芸員がご案内します。 
9 月 22日（日）14：00～（約 90分） 
プリント提供：国立映画アーカイブ 協力：おもちゃ映画ミュージアム 
場所：1F 映像ホール／定員：270名／料金：無料／要観覧券／当日先着順 ※開場は 30 分前 

 
〇 高澤路亭(たかざわろてい)新作落語会「猫と金魚」 

田河水泡の知られざるもう一つの仕事、新作落語作家・高澤路亭の作品『猫と金魚』他を口演していただ
きます。 
10月 13 日（日） 14：00～（約 60 分） 
出演：柳家喬之助、柳家小はぜ 
場所：1F 映像ホール／定員：270名／料金：500円(中学生以下無料)／事前申込制（抽選） 
申込期間：9月 3日（火）～10月 3日（木） 

 
〇 ベビーカーツアー 

10月 17 日（木） 11：45～（30分程度） 
会場：2F 企画展示室 1、アートギャラリー1／対象：未就学児とその保護者／定員：6組／ 
事前申込制（抽選） 
申込期間：9月 8日（日）～10月 8日（火） 

 
〇 ギャラリーツアー 

 毎月第 1・3土曜日（9月 21 日、10月 5日、10月 19 日、11月 2日、11月 16 日）14：00～(30分程度) 
会場：2F 企画展示室 1、アートギャラリー1／要観覧券／当日直接会場へ 

田河水泡（たがわすいほう） 1899 年 2 月 10 日－1989 年 12 月 12 日 
本名：高見澤仲太郎。東京府東京市本所区本所林町（現在の東京都墨田区立川）生
まれ。1922(大正 11)年日本美術学校入学、前衛芸術に傾倒し『マヴォ』に参加。
卒業後は広告や看板描きなどをして生計を立てていたが、生活のため創作落語を 
大日本雄弁会講談社に持ち込んだことで作家となる。絵も描けることから次第にマ
ンガも頼まれるようになり、雑誌に掲載した作品をまとめた『漫画の缶詰』(1930)、
『漫画常設館』(1931)で一躍人気漫画家となった。1931(昭和 6)年には「のらくろ」
の連載が始まり、戦前期のマンガを代表する空前の大ヒット作となる。 

「のらくろの玩具を手にした田河水泡」 
(1935 年ごろ) 個人蔵 

©田河水泡 
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〇 展覧会名 のらくろであります！田河水泡と子供マンガの遊園地<ワンダーランド> 
〇 会  期 2019年 9月 18 日（水）～11月 24日（日） 
〇 休 館 日 毎週月曜日（ただし 9 月 23日、10月 14 日、11 月 4 日は開館）、 

9 月 24日（火）、10月 23 日（水）、11 月 5 日（火） 
〇 開館時間 9：30～17：00（入場は閉館の 30分前まで） 
〇 会  場 川崎市市民ミュージアム 企画展示室 1、アートギャラリー1 
〇 観 覧 料 一般 700（560）円、65 歳以上・大高生 500（400）円、中学生以下無料 

※（）内は 20名以上の団体料金。 ※障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は無料。 
※リピーター割：半券提示で 200円割引 

〇 主  催 川崎市市民ミュージアム 
〇 協  力 株式会社講談社 
 
────────────────────────────────────────────────  
 

【同時期開催】 
「昔のくらしと家庭の道具 2019」観覧無料 
2019 年 9 月 3 日（火）～12 月 1 日（日） 
 
本展では、川崎で実際に使われていた生活道具を中心に 100 点以上を展
示し、大正から昭和にかけての人々のくらしの変化について、生活道具の
うつりかわりからご紹介します。 

 
────────────────────────────────────────────────  
 
＜川崎市市民ミュージアム 施設概要＞ 
多彩な表情を持つ都市、川崎。川崎市市民ミュージアムは、「都市と人間」という基本テーマを掲げて 1988 年 11
月に開館した、博物館と美術館の複合文化施設です。 
 

★日本で初めて漫画部門を設立した美術館 
 
川崎市市民ミュージアムでは、都市文化を形作ってきた複製芸術（メディア
アート）、大衆芸術を中心に収蔵しています。特にマンガ分野においては、6
万点におよぶ資料が収蔵されています。さらに、マンガ関連の収蔵品のうち、
著作権が消滅している一部の内容については、IRI（NPO 法人知的資源イニシ
アティブ）提供のシステムを利用して、ウェブ上で試行的に公開しています。 
 

 
■住所／〒211-0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1-2（等々力緑地内） 
■開館時間／ 9:30～17:00（入場は閉館の 30 分前まで） 
■休館日／月曜日(休日の場合は開館)、休日の翌日(土日の場合は開館)、年末年始 
■料金／入館・博物館展示室は無料。企画展、アートギャラリー展は展覧会によって異なる。 
＊障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は企画展観覧無料。  
＊20 名以上の団体でご利用いただく場合、割引有。 

■アクセス／JR・東急「武蔵小杉」駅北口 1 番乗り場からバスで約 10 分「市民ミュージアム前」下車すぐ  

開催概要 
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画像の使用を希望される方は、川崎市市民ミュージアム広報担当宛にご連絡ください。 
 
■素材使用に関して 
・講談社所蔵の画像（画像番号 1,3,4,6）を使用する場合は、講談社へ画像使用の申請を行う必要がござい
ます。詳細は広報担当宛にお問合わせください。 
・今回ご提供する素材の使用は、本展覧会を紹介していただける場合に限ります。展覧会終了後の使用は一
切できません。 

・本プレスリリース内にある画像素材は全てご提供可能です。お気軽に広報担当宛にご連絡ください。 
・トリミング・切り抜きなど画像の加工は不可とさせていただきます。また、キャプションなどの文字が画
像に被らないようにご配慮ください。 

・画像を使用する際は、各画像のキャプション、クレジットを必ずご記載ください。 
・記事をご掲載いただいた際には、お手数ですが掲載紙（誌）を 2部当館広報宛にご送付ください。 
 
 
 
■展覧会メインビジュアルについて（縦・横） 
・下記画像を使用する際は、クレジット明記は必須ではありません。 
 
 

 
 
  

広報用画像 

展覧会メインビジュアル（縦） 展覧会メインビジュアル（横） 
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講談社所蔵の画像（画像番号 1,3,4,6）については、講談社へ画像使用の申請を行う必要がございます。詳
細は広報担当宛にお問合わせください。 
    

田河水泡「のらくろ武勇談」原画 
(『のらくろ武勇談』収録 1938年) 
講談社蔵 ©田河水泡/講談社 

田河水泡「漫画展覧会」原画(1950年) 
川崎市市民ミュージアム蔵 
©田河水泡/講談社 

田河水泡「入営」原画 
(『のらくろ上等兵』収録 1932年)講談社蔵 
©田河水泡/講談社 

   

島田啓三「キバツ三勇士 珍妙大試合」 
(『講談社の絵本 漫画博覧会』掲載 1937年) 
講談社蔵 ©島田啓三 

宍戸左行「スピード太郎」原画(1936年) 
川崎市市民ミュージアム蔵 

長谷川町子「イソガバマワレ」原画 
(『講談社の絵本 漫画と忠勇絵話』掲載 1938年) 
講談社蔵 ©長谷川町子美術館 

   

井上一雄「バット君」単行本表紙原画(1947 年) 
川崎市市民ミュージアム蔵 

「のらくろグッズと田河夫婦」(1934年) 
個人蔵 ©田河水泡 

「のらくろの玩具を手にした田河水泡」(1935年
ごろ) 個人蔵 ©田河水泡 

 
【プレスリリースお問い合わせ】川崎市市民ミュージアム  営業・広報担当 滝口 

TEL： 044-754-4500（休館日を除く 9:30～17:00）  FAX： 044-754-4533 
 MAIL： pr_kcm@kawasaki-museum.com 

HP： http://www.kawasaki-museum.jp/ ＊指定管理者：アクティオ・東急コミュニティー共同事業体 

広報用画像一覧 
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